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発表演題名 サロゲートを用いた農産物中残留農薬スクリーニング分析の検討 

発表学会名 平成２５年度 地方衛生研究所東海北陸支部 衛生化学部会 
発表者名 酒井 康行（保健衛生部） 

開催場所 福井市地域交流プラザ AOSSA 

発表日時 平成２６年２月６日（木）～７日（金） 

発表内容 GC/MS/MS データベースを用いた残留農薬スクリーニング分析の有用

性について評価した。評価対象として PL2005 農薬混合標準液Ⅰ～７に含

まれる 324 化合物を、ばれいしょ、キャベツ、ほうれんそうから通知法に

準じて抽出・精製した溶液（＝マトリックス標準液：20,200ng/g）に添加

し、測定値の真度（50-150%）および精度（15%以下）から判定を行った。 
当初、基準を満たしたのは、ばれいしょ 233 項目、キャベツ 232 項目、

ほうれんそう 242 項目となったが、内部標準物質として使用したサロゲー

トを変更することにより、ばれいしょ 275 項目、キャベツ 266 項目、ほう

れんそう 272 項目と改善した。 
MRM（多重反応モニタリング：Multiple Reaction Monitoring の略）

測定によるスクリーニングは、データベースが充実しておらず、現時点で

は検索範囲が狭いという欠点もあるが、夾雑成分の影響を比較的受けにく

く、また最適なサロゲートを選択することにより、装置本体やコンディシ

ョンによらず信頼性の高い半定量が一部の項目について可能であるなど利

点も大きいと考えられた。 
 


